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ビジョンの進捗
2016年度～2025年度の経営ビジョンとして、長期ビジョン Epson 25を策定しました。
外部環境の変化から2021年に同ビジョンの見直しを行い、 Epson 25 Renewedに改め、環境問題をはじめとした社会課題解決や、「分散」社会における「つながり」や「情報」への要求が高まる中、人・モノ・情報を
スマートにつなげるソリューションを、個人の生活や産業の現場にまで広く社会へ提供し、ビジョンの実現に取り組んでいます。

ビジョン
ステートメント

中期計画の
位置付け

方向性

振り返り

課題

「省・小・精の価値」で、人やモノと情報がつながる新しい時代を創造する

2016年度～２０１８年度
（第1期中期経営計画）

2019年度～２０21年度
（第2期中期経営計画） 2021年度～２０23年度 ２０２5年度

前長期ビジョン「SE15」でやり残した「転換と
開拓」をやり切り、「Epson 25」の実現に向けた
成長基盤を創り上げる

・産業分野、オフィス分野のビジネスで飛躍
する

・ウエアラブルを拡大してコンシューマー分野
を強化する

成長に向けた仕込みの進捗には濃淡があり、
2023年度業績目標（売上収益1兆2,000億円・
ROS8%）未達

・単独で展開する領域は強みを活かせる分
野に集中

・協業オープンイノベーション
・BtoB販売強化
・インクジェットによる環境性能に優れた商品・
サービスの拡大

・統制機能強化

COVID-19影響、為替変動など外部環境が
大きく変化
・部材費高騰や供給制約が生じたが、価格
対応や費用コントロールを実施

・成長領域や新領域で将来成長に向けた仕
込みは進む

世界経済の不透明感が増す中、収益性を重視
した経営へ

資本コストをより意識して、従来のROEに加え、
ROICを全社目標に設定

ROIC 11%以上
ROE 13%以上
ROS 10%以上

・成長領域：事業環境変化の影響を受け伸長
に課題

・新領域：要素技術開発は進展するが、ビジ
ネス化は進まず

成長領域の成長未達
・エプソン単独での全方位、同時対応に限界
・BtoBに対する経験・ノウハウ不足
・持続可能な社内実現に貢献する当社技術
の訴求不足

・内部統制力不足

高い収益を生み出す事業運営への改革 人・モノ・情報をスマートにつなげるソリューションを、個人の生活や、産業や製造の現場にまで広く
社会へ提供し、ありたい姿の実現に取り組む

取り組みにメリハリをつけることにより、収益性の確保と将来成長を目指す
・事業領域の目指す姿の再定義と戦略進化
・事業領域をまたいだ全社戦略の強化（環境、DX、共創）
・事業ポートフォリオ明確化による 成長・新規領域への経営資源配分
・戦略を実行するための経営基盤強化

・過度な売上成長を前提とした計画
・戦略実行スピードの不足
・環境変化への対応遅れ

商品・サービスの拡充や、基盤強化の取り
組みを進めたが、2025年度の業績目標
（1兆7,000億円・ROS12%）未達

業績目標

「省・小・精の技術」とデジタル技術で人・モノ・情報がつながる、
持続可能でこころ豊かな社会を共創する

長期ビジョン Epson 25 長期ビジョン Epson 25 Renewed
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…成長領域 …成熟領域 …新領域

マイクロデバイス

オフィス・ホーム
プリンティング
イノベーション

オフィス
プリンティング

ホーム
プリンティング

マニュファク
チャリング
イノベーション

生産システム

ビジュアル
イノベーション

プロジェクション

商業・産業
プリンティング
イノベーション

商業・産業
プリンティング

プリントヘッド
外販

ライフスタイル
イノベーション

センシング

ウオッチ

環境
ビジネス

• オフィスプリンティング
• 商業・産業プリンティング
• プリントヘッド外販
• 生産システム

• プロジェクション、
　ウオッチ

• ホームプリンティング
• マイクロデバイス

• センシング、
　環境ビジネス

成
長
領
域

成
熟
領
域

新
領
域

ビジネス
立ち上げ

成長戦略
実現

収益性維持・向上

構造改革

成長戦略の実現

2021～2023年度 ～2025年度 ～2025年度目標

2020→2025年度
売上収益
CAGR
+15%以上
2020→2025年度

ROS改善

+10pt以上
継続的にROS

15%以上
2025年度
売上収益

100億円以上

2022年度実績

2020→2022年度
売上収益
CAGR*
+16%

2020→2022年度
ROS改善*

+19pt
2022年度ROS

17%
2022年度
売上収益

3億円

ビジョンの進捗

■ イノベーション領域と戦略

　環境問題をはじめとした社会課題解決や、「分散」社会における「つながり」や「情報」への要求が
高まる中、人・モノ・情報をスマートにつなげるソリューションを、個人の生活や産業・製造の現場にまで
広く社会へ提供し、ビジョンの実現に取り組んでいます。
　このビジョンで重要となるのが、「環境」「DX」「共創」です。特に「環境」への貢献に重点を置き、その
上で、イノベーション実現のためにデジタル技術を活用するとともに、これまでの過度な自前主義から
脱し、多くのパートナーと協業することで、社会課題の解決に取り組んでいます。また、イノベーション
領域を、社会課題やお客様の視点で5つに再編するとともに、取り組みにメリハリをつけるため、「成長」
「成熟」「新」領域に区分し、これらを支える営業・生産・技術開発・人材などの経営基盤はさらに強化して
います。財務目標は、資本コストをより意識してROIC（投下資本利益率）*1を加え、事業ポートフォリオ
を明確にして適切な経営資源配分を行うことで、収益性と資本効率を重視した経営に取り組んでいます。

■ 領域別目標と進捗

　公表以降、COVID-19の影響など外部環境に大きな変化がありましたが、成熟領域を中心に大きな
影響が生じた部材費高騰や供給制約に対しては、価格対応や費用コントロールを実施することで、
収益の確保を継続してきました。
　成長領域や新領域では、商品ラインアップの拡大やコア技術の進化など、将来成長に向けた仕込み
を進めることができました。
　今後も、さまざまな環境変化に対応し、成熟領域で安定的に資金を創出しながら、成長領域の強化・
伸長を図っていきます。

■ 財務指標

　世界経済の不透明感が増す中、収益性を重視した経営をしています。 2021年度からは、資本コスト
をより意識し、ROE*2に加え、ROICを全社目標に設定しました。また、売上成長を過度に重視していたとの
反省から、売上収益目標の公表はせず、ROS*3を中・長期目標として公表しています。

*1 ROIC 税引後事業利益/（親会社の所有者に帰属する持分+有利子負債）
*2 ROE  親会社の所有者に帰属する当期利益/親会社の所有者に帰属する持分
 親会社の所有者に帰属する持分および有利子負債は期首・期末 を平均して算出
*3 ROS 事業利益/売上収益

2020年度
（実績）

ROIC

ROE

ROS

5.6%

5.9%

6.2%

2021年度
（実績）

7.3%

15.2%

7.9%

2022年度
（実績）

7.1%

10.8%

7.1%

2025年度
（目標）

11%以上

13%以上

10%以上

■ 財務指標推移

■ イノベーション領域

* Epson 25 Renewed 発表時の2020年度予想と2022年度実績との比較
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